
を
．
後
者
に
は
縮
詮
、
慶
料
學
、
史
料
批
判
學
、
綜
合
、
表
現
の

五
章
を
立
て
、
附
録
に
は
史
墨
に
封
ず
る
疑
義
、
史
融
て
こ
赴
會
墨

古
文
書
墨
及
び
古
書
學
に
就
い
て
、
町
史
の
教
育
的
懐
値
、
の
四

編
を
牧
め
、
最
後
に
史
學
に
帯
す
る
参
考
害
を
懇
切
に
紹
介
し
て

あ
る
。
そ
の
厨
設
は
著
者
が
斯
界
の
碩
墨
の
先
玉
を
重
ん
ず
る
ε

い
ふ
念
慮
に
基
づ
い
て
東
西
諸
墨
者
の
樺
威
あ
る
論
著
を
要
約
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
讃
者
は
之
に
よ
っ
て
史
學
に
驕
す
る
大
罷

燕
礎
的
知
識
を
了
得
す
る
こ
ε
が
幽
諮
る
（
四
六
版
、
三
九
二
頁
、

東
京
，
早
稻
特
大
學
嵐
版
部
勲
労
、
償
二
、
五
〇
）
〔
松
野
Ψ

　
　
翻
近
世
世
界
政
治
外
交
史
論
　
文
學
士
吉
村
勝
治
著

　
近
代
の
生
活
は
凡
て
國
際
的
な
憂
こ
こ
ろ
に
大
な
る
償
値
を
置

か
う
、
こ
し
て
み
る
。
政
治
の
進
蓮
、
郷
濟
、
詮
術
、
学
術
、
思
想

等
の
畿
展
も
、
こ
の
世
界
的
進
歩
を
理
解
せ
す
に
は
眞
飼
の
判
断

を
な
し
得
な
い
，
殊
に
最
近
の
政
治
惰
こ
外
交
は
實
に
複
難
微
妙
な

國
黒
瀬
係
を
基
礎
ε
し
て
動
い
て
み
る
。
か
、
る
世
界
の
國
際
關

係
の
子
忌
を
傭
る
に
あ
た
っ
て
、
浮
々
の
新
聞
紙
上
の
記
事
は
其

の
局
部
の
報
道
に
專
な
る
た
め
に
、
、
大
勢
の
推
移
を
総
摂
し
が
た

い
。
こ
の
鮎
に
於
て
適
當
な
る
最
近
世
史
が
一
般
國
民
常
識
の
上

　
　
第
十
四
巷
　
　
紹
　
　
介

に
も
必
要
隔
こ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
歴
更
家
の
研
究
は
、
概
ね
距
り

た
る
時
代
に
寧
ろ
興
味
を
置
き
、
最
近
の
情
勢
を
知
る
べ
き
基
礎

隔
こ
し
て
の
歴
輿
は
、
專
門
的
研
究
は
瑚
こ
し
て
、
多
く
顧
ら
れ
な

い
さ
ま
で
あ
る
。
本
書
は
其
書
名
の
示
す
如
く
、
「
自
佛
蘭
西
革
命

至
ロ
カ
ル
ノ
條
約
、
近
世
世
界
政
治
外
交
愛
論
」
ざ
し
て
著
者
が

特
に
現
代
生
活
、
こ
關
係
深
き
近
世
の
世
界
史
的
進
展
を
総
括
せ
ん

ミ
の
群
馬
よ
り
、
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
浩
溝
な
る
專
門
的
著

述
が
も
つ
難
解
な
る
事
實
の
細
叙
、
敏
科
書
的
編
著
に
あ
る
無
味

乾
燥
の
い
つ
れ
の
弊
に
も
隔
る
こ
、
こ
な
く
、
其
方
法
に
於
て
は
學

術
的
に
し
て
其
目
的
に
あ
っ
て
は
愛
用
的
な
る
を
期
し
て
、
著
者

が
立
命
館
大
學
、
大
谷
大
學
に
於
け
る
近
世
史
講
義
の
纒
験
よ
り

廣
く
政
治
外
交
の
全
般
に
亙
り
て
史
實
、
こ
詐
論
を
適
當
に
庭
理
按

排
し
て
こ
の
論
証
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
從
っ
て
本
書
の
特
色
は
こ
・
に
あ
っ
て
、
登
艦
に
於
て
繁
簡
よ

ろ
し
き
を
得
、
記
す
る
一
こ
こ
ろ
は
寒
蘭
西
革
命
の
思
想
的
方
面
よ

り
繋
累
及
那
翁
戦
雫
、
産
業
革
命
、
米
國
モ
ン
ロ
ー
圭
義
、
英
國

選
暴
法
改
正
，
普
難
戦
雫
、
英
誓
言
黛
政
治
及
二
大
政
治
家
、
愛

蘭
難
題
等
種
々
興
味
あ
る
問
題
に
よ
っ
て
章
節
を
立
て
、
更
に
三

　
　
　
　
　
　
・
第
三
號
　
　
一
三
…
　
（
　
四
五
三
）



　
　
　
魏
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

闘
岡
盟
、
日
英
同
盟
等
よ
O
遽
に
世
界
大
嘗
に
至
る
を
叙
し
、
世

界
史
の
諸
問
題
は
漏
さ
ざ
る
を
つ
ε
め
世
業
職
爾
後
の
記
事
に
於

て
は
な
ほ
爵
数
十
頁
を
柔
し
本
書
の
四
分
一
を
占
め
た
り
。
大
職

以
後
の
世
跡
3
弊
形
勢
を
細
る
に
よ
ろ
し
く
、
本
書
の
償
値
た
る
こ
の

要
を
嫡
み
て
終
始
大
勢
の
攣
遷
に
他
意
せ
る
も
の
も
，
亦
此
所
に

あ
ら
は
れ
て
み
る
。
本
書
は
尊
覧
に
於
け
る
西
洋
史
部
科
の
勢
考

書
た
る
の
み
な
ら
す
、
一
般
讃
害
鳥
に
乾
て
要
を
得
た
る
近
世
世

界
事
情
通
観
の
好
署
－
こ
し
て
歎
迎
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
大

岡
館
捻
転
、
優
三
、
五
〇
）
〔
西
田
〕

魎
国
闘
ω
ε
酵
、
o
o
叶
寓
冨
8
凱
2
あ
舟
唱
三
匂
触
。
ぎ
琶
欝
暮
①
9
器
・

　
　
　
回
。
。
M
ひ
一
お
ト
。
ひ
お
尊
一
D
。
。
℃
錠
閂
ω
団
①
財
禁
一
｝
ぽ
ρ
p

　
今
臓
器
爾
西
の
有
力
な
塵
・
術
難
誌
た
る
即
。
！
髭
。
ζ
。
。
け
○
「
δ
¢
Φ
が

9
自
○
唇
急
氏
に
よ
つ
て
創
刊
さ
れ
た
の
は
蝸
八
七
六
年
の
事
で

あ
る
。
氏
は
一
九
ご
一
年
に
残
し
た
が
難
誌
は
冷
年
五
十
四
週
年

を
迎
へ
た
。
木
骨
は
そ
の
五
十
週
年
を
記
念
し
て
患
版
さ
れ
た
も

の
で
，
過
去
五
＋
素
懐
に
於
け
る
世
界
各
國
の
歴
史
研
究
の
爽
達

を
論
述
し
、
龍
巻
は
猫
乙
を
始
ε
し
駄
洲
の
二
十
四
國
を
含
み
下

総
は
ア
メ
リ
カ
支
那
日
本
を
載
せ
、
そ
の
他
に
古
代
東
方
、
埃
及
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
二
　
（
　
四
五
四
）
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ゴ
ハ
ラ
ム

印
度
、
希
書
、
羅
馬
、
ビ
ザ
ン
ツ
、
岡
教
導
に
関
し
て
は
諸
國
を

．
通
じ
て
の
鷹
史
・
研
究
の
概
要
を
記
し
て
屠
る
。
各
書
及
び
各
部
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
　
ン

夫
々
專
攻
の
士
が
分
聴
し
、
例
へ
ば
掲
乙
は
維
納
大
寒
の
こ
○
場
多

氏
、
佛
蘭
西
は
ボ
ル
ド
ゥ
大
詔
の
雄
島
夢
2
氏
、
支
那
及
び
中
距

は
顕
9
ツ
す
。
。
篤
δ
氏
等
が
筆
を
執
っ
て
屠
る
。
日
本
に
就
い
て
は

国
選
W
o
〈
氏
が
當
っ
て
居
る
が
修
曳
局
の
設
立
の
頃
か
ら
初
め
て
史

籍
集
魔
、
國
史
大
系
の
刊
行
等
を
蓮
べ
て
明
治
末
年
に
及
ん
で
艦

る
。
本
場
に
就
い
て
も
「
士
口
文
書
」
「
考
古
學
研
究
報
告
」
の
患
版
や

「
史
林
」
「
藝
文
」
の
刊
行
の
事
を
書
い
て
居
る
。
勿
論
八
百
頁
足
ら

す
の
書
冊
中
に
四
十
鯨
の
部
門
を
含
む
故
詳
細
を
識
し
て
居
な
い

の
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
編
纂
者
も
決
し
て
完
全
な
る
ビ
ブ
リ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
た
ら
し
め
る
考
の
な
い
事
、
翠
に
歴
史
研
究
に
關
す

る
墨
者
の
妙
蹟
、
史
料
の
編
纂
、
累
會
の
欺
等
等
の
概
要
を
示
さ

う
、
こ
し
た
に
止
ま
る
事
を
噺
っ
て
居
る
が
、
讃
者
に
は
や
、
物
足

り
な
い
感
を
抱
か
し
め
る
。
又
諾
威
、
チ
ェ
ッ
ク
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

等
に
就
い
て
の
記
蓮
か
佛
、
米
、
伊
等
の
よ
り
も
詳
細
で
あ
ろ
事
も

我
々
に
ε
つ
て
は
遺
憾
で
あ
る
。
然
し
取
捨
は
忽
々
當
を
得
て
居

の
、
重
代
埃
及
の
年
代
等
に
就
い
て
倣
特
に
詳
説
し
て
居
る
黙
等


